
(57)【要約】

【課題】複数の方向への走査が可能で、かつカプセルに

設けた処置具の配置位置を病変部に対向するように調整

して、観察や処置等を行える超音波診断用カプセルを提

供すること。

【解決手段】超音波診断用カプセル３は、カプセル本体

部２と、このカプセル本体部２に対して回動自在に配置

される回転カプセル部１とで構成される。回転カプセル

部１には、超音波振動子１５からセクタ方向に超音波信

号を出射させるように超音波振動子１５を回転させる第

１駆動モータ１７及び病変部に対する処置を行う穿刺針

１２が設けられている。カプセル本体部２には、超音波

振動１５からラジアル方向に超音波信号を出射させるよ

うに回転カプセル部１を回転させる第２駆動モータ２２

及びこの超音波診断用カプセル３を体腔壁に保持させる

バルーン２３が設けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 信 号 を 出 射 す る と と も に 、 超 音 波 診 断 断 層 画 像 を 構 築 す る た め の エ コ ー 信 号 を 取 得
す る 超 音 波 振 動 子 を カ プ セ ル 内 に 備 え た 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル に お い て 、
前 記 カ プ セ ル を 、 カ プ セ ル 本 体 部 と 、 こ の カ プ セ ル 本 体 部 に 対 し て 回 動 自 在 に 配 置 さ れ る
回 転 カ プ セ ル 部 と で 構 成 し 、
こ の 回 転 カ プ セ ル 部 に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 か ら セ ク タ 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出 射 さ せ る よ う
に こ の 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る 第 １ 駆 動 モ ー タ 及 び 病 変 部 に 対 す る 処 置 を 行 う 処 置 具 を
設 け る 一 方 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 部 に 、 前 記 超 音 波 振 動 か ら ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出
射 さ せ る よ う に 前 記 回 転 カ プ セ ル 部 を 回 転 さ せ る 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ る カ プ セ ル 内 に 超 音 波 振 動 子 を 配 設 し た 超 音 波 診 断 用 カ プ
セ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 体 外 又 は 体 内 か ら 生 体 組 織 へ 観 測 用 超 音 波 信 号 を 送 受 波 し 、 こ の 生 体 組 織 か ら
の エ コ ー 信 号 を 基 に 診 断 用 の 超 音 波 断 層 画 像 を 構 築 し て 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 が 利 用
さ れ て い る 。 近 年 で は 、 医 療 用 に 構 成 し た カ プ セ ル を 体 腔 内 に 送 り 込 ん で 、 体 腔 内 の 病 変
部 の 情 報 を 収 集 し た り 、 薬 液 を 投 与 し て 処 置 を 行 う カ プ セ ル 内 視 鏡 が 研 究 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 超 音 波 観 察 の 分 野 に お い て も 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 等 が 到 達 困 難 な 小 腸 に カ プ セ ル を
送 り 込 ん で 、 診 断 或 い は 生 体 組 織 の 採 取 、 薬 液 の 投 与 等 を 行 え る 超 音 波 診 断 医 用 カ プ セ ル
が 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
例 え ば 、 特 開 平 ０ ９ － １ ３ ５ ８ ３ ２ 号 公 報 に は 超 音 波 診 断 医 用 カ プ セ ル （ 以 下 、 超 音 波 カ
プ セ ル と 略 記 す る ） が 示 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 カ プ セ ル で は カ プ セ ル 内 に 配 置 さ れ て い
る 超 音 波 モ ー タ に よ っ て 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ て 超 音 波 ビ ー ム を 長 手 軸 方 向 （ 挿 入 方 向
） に 対 し て 直 交 す る ラ ジ ア ル 方 向 に 出 射 し て 断 層 像 を 得 る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － １ ３ ５ ８ ３ ２ 号 公 報 （ 頁 ２ な い し ５ 、 図 １ な い し 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 開 平 ０ ９ － １ ３ ５ ８ ３ ２ 号 公 報 の 超 音 波 カ プ セ ル で は ラ ジ ア ル 方 向
、 一 方 向 の 断 層 像 し か 得 る こ と が で き な か っ た 。
ま た 、 超 音 波 診 断 に お い て は 、 超 音 波 ガ イ ド 下 で 処 置 を 行 う 際 に は 、 処 置 具 を 超 音 波 画 像
上 で 捉 え ら れ る よ う に セ ク タ 走 査 が よ り 適 し て い る が 、 超 音 波 振 動 子 の 回 転 の 向 き を 変 え
て セ ク タ 走 査 に 変 更 し た 場 合 、 超 音 波 カ プ セ ル の 処 置 具 と 病 変 部 と の 位 置 関 係 が 略 対 向 し
た 状 態 に な っ た と き に 限 っ て 、 こ の 処 置 具 に よ っ て 病 変 部 に 対 す る 処 置 等 を 行 う こ と が 可
能 で あ り 、 処 置 具 と 病 変 部 と が 対 向 し た 状 態 で な か っ た 場 合 に は 病 変 部 に 対 し て 一 切 の 処
置 を 行 え な く な る と い う 不 具 合 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 複 数 の 方 向 へ の 走 査 が 可 能 で 、 か つ カ プ
セ ル に 設 け た 処 置 具 の 配 置 位 置 を 病 変 部 に 対 向 す る よ う に 調 整 し て 、 観 察 や 処 置 等 を 行 え
る 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル は 、 超 音 波 信 号 を 出 射 す る と と も に 、 超 音 波 診 断 断 層 画 像
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を 構 築 す る た め の エ コ ー 信 号 を 取 得 す る 超 音 波 振 動 子 を カ プ セ ル 内 に 備 え た 超 音 波 診 断 用
カ プ セ ル で あ っ て 、
前 記 カ プ セ ル を 、 カ プ セ ル 本 体 部 と 、 こ の カ プ セ ル 本 体 部 に 対 し て 回 動 自 在 に 配 置 さ れ る
回 転 カ プ セ ル 部 と で 構 成 し 、 こ の 回 転 カ プ セ ル 部 に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 か ら セ ク タ 方 向 に
超 音 波 信 号 を 出 射 さ せ る よ う に こ の 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る 第 １ 駆 動 モ ー タ 及 び 病 変 部
に 対 す る 処 置 を 行 う 処 置 具 を 設 け る 一 方 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 部 に 、 前 記 超 音 波 振 動 か ら ラ
ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出 射 さ せ る よ う に 前 記 回 転 カ プ セ ル 部 を 回 転 さ せ る 第 ２ 駆 動 モ
ー タ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 駆 動 モ ー タ を 駆 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 か ら セ ク タ
方 向 に 超 音 波 が 出 射 さ れ て セ ク タ 断 層 像 が 得 ら れ 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 駆 動 さ せ る こ と に よ
っ て 回 転 カ プ セ ル 部 が 回 転 し て 超 音 波 振 動 子 か ら ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 が 出 射 さ れ て ラ ジ
ア ル 断 層 像 が 得 ら れ る 。 加 え て 、 第 １ 駆 動 モ ー タ 及 び 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 駆 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 か ら セ ク タ 方 向 及 び ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 が 出 射 さ れ て 三 次 元 の 断
層 像 を 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル が 保 持 状 態 で あ る 場 合 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 駆 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 回 転 カ プ セ ル 部 が 回 転 し て 、 こ の 回 転 カ プ セ ル 部 に 設 け ら れ て い る 超 音 波 振 動 子
及 び 処 置 具 が 目 的 観 察 部 位 に 対 向 し た 状 態 に な っ て 、 超 音 波 ガ イ ド 下 で の 処 置 や 観 察 を 行
え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 説 明 す る 図 、 図
２ は 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
な お 、 図 １ （ ａ ） は 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル の 側 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の 超 音 波 診
断 用 カ プ セ ル を 矢 印 Ｃ 方 向 か ら 見 た と き の 図 、 図 ２ （ ａ ） は ３ 次 元 超 音 波 観 察 状 態 の 超 音
波 診 断 用 カ プ セ ル を 示 す 図 、 図 ２ （ ｂ ） は バ ル ー ン を 膨 張 さ せ て 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を
腸 壁 に 保 持 さ せ て い る 状 態 を 示 す 図 、 図 ２ （ ｃ ） は 処 置 具 に よ っ て 処 置 を し て い る 状 態 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ は 、 第 １ カ
プ セ ル で あ る 回 転 カ プ セ ル 部 １ と 、 第 ２ カ プ セ ル で あ る カ プ セ ル 本 体 部 ２ と で 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 回 転 カ プ セ ル 部 １ は 、 円 筒 状 の 回 転 部 １ ０ と 、 こ の 回 転 部 １ ０ の 開 口 側 に 一 体 固 定 さ
れ る 端 部 を 半 球 状 に 形 成 し た キ ャ ッ プ 部 １ １ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
前 記 回 転 部 １ ０ に は 処 置 具 と し て 例 え ば 病 変 部 に 向 け て 穿 刺 さ れ る 穿 刺 針 １ ２ が 突 没 自 在
に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 回 転 部 １ ０ 内 に は 前 記 キ ャ ッ プ 部 １ １ 側 に 突 出 し て 配 置 さ
れ る 支 持 部 材 １ ３ が 固 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 支 持 部 材 １ ３ に は 超 音 波 ユ ニ ッ ト １ ４ が 配 置 さ れ る 。 こ の 超 音 波 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 超
音 波 振 動 子 １ ５ を 外 周 面 に 配 設 し た 円 板 部 材 １ ６ と 、 例 え ば 超 音 波 モ ー タ で あ る 第 １ 駆 動
モ ー タ １ ７ と で 構 成 さ れ て い る 。 前 記 円 板 部 材 １ ６ は 、 前 記 支 持 部 材 １ ３ に 対 し て 軸 部 材
１ ８ を 介 し て 回 動 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 駆 動 モ ー タ １ ７ は 、 前 記 支 持 部 材 １ ３
の 一 面 側 に 固 設 さ れ た ス テ ー タ 部 １ ７ ａ と 、 前 記 円 板 部 材 １ ６ に 固 設 さ れ た ロ ー タ 部 １ ７
ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ １ ７ を 駆 動 状 態 に さ せ る こ と に よ っ
て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 １ ５ が 配 置 さ れ て い る 円 板 部 材 １ ６ が 例 え ば 矢 印 ａ 方 向 に 回 転 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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な お 、 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト １ ４ に は 図 示 し な い ス リ ッ プ リ ン グ や エ ン コ ー ダ が 所 定 の 位 置
に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 穿 刺 針 １ ２ は 前 記 超 音 波 振 動 子 １ ５ の セ ク タ 方 向 略 中 央 に
向 か っ て 突 出 す る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 キ ャ ッ プ 部 １ １ は 低 密 度 ポ リ エ チ
レ ン や ポ リ メ チ ル ペ ン テ ン 等 の 超 音 波 透 過 性 材 質 で 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ッ プ 部 １ １
内 に は 水 、 流 動 パ ラ フ ィ ン 等 の 超 音 波 伝 達 媒 体 １ ９ が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 部 ２ は 、 端 部 を 半 球 状 に 形 成 し た 円 筒 部 ２ １ と 、 こ の 円 筒 部 ２ １
の 開 口 側 に 配 置 さ れ て 密 閉 空 間 を 形 成 す る 蓋 部 材 ２ ０ と 、 前 記 円 筒 部 ２ １ 内 に 固 定 配 置 さ
れ て 例 え ば そ の 駆 動 軸 ２ ２ ａ を 前 記 蓋 部 材 ２ ０ の 外 部 に 突 出 さ せ た 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ と
、 前 記 円 筒 部 材 ２ １ の 外 周 面 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た カ プ セ ル 保 持 手 段 で あ る 例 え ば ゴ ム 製
の バ ル ー ン ２ ３ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ の 駆 動 軸 ２ ２ ａ に は 前 記 回 転 カ プ セ ル 部 １ を 構 成 す る 回 転 部 １ ０
が 一 体 的 に 固 定 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 駆 動 状 態 に さ せ
る こ と に よ っ て 前 記 回 転 部 １ ０ が 回 転 さ れ て 、 前 記 回 転 カ プ セ ル 部 １ が 例 え ば 矢 印 ｂ 方 向
に 回 転 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
つ ま り 、 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ で は 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ １ ７ だ け を 駆 動 さ せ る こ
と に よ っ て 、 前 記 円 板 部 材 １ ６ が 矢 印 ａ 方 向 に 回 転 し て 超 音 波 振 動 子 １ ５ か ら セ ク タ 方 向
に 超 音 波 信 号 が 出 射 さ れ る 。 ま た 、 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ だ け を 駆 動 さ せ る こ と に よ っ
て 、 前 記 回 転 部 １ ０ が 回 転 状 態 に な っ て 前 記 回 転 カ プ セ ル １ が 矢 印 ｂ 方 向 に 回 転 し て 超 音
波 振 動 子 １ ５ か ら ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出 射 さ れ る 。 さ ら に 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ
１ ７ 及 び 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 同 時 に 駆 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 上 述 し た よ う に 超 音
波 振 動 子 １ ５ か ら セ ク タ 方 向 及 び ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ の 回 転 カ プ セ ル 部 １ 内 に は 例 え ば 前 記 超 音 波 振 動 子 １
５ を 駆 動 す る 超 音 波 駆 動 手 段 や 、 こ の 超 音 波 振 動 子 １ ５ で 受 波 し た エ コ ー 信 号 を 電 気 信 号
に 変 換 す る と と も に 体 外 に 配 置 さ れ て い る 超 音 波 観 測 装 置 （ 不 図 示 ） に 向 け て 変 換 し た 信
号 を 発 信 す る 発 信 手 段 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 か ら 発 信 さ れ る 指 示 信 号 等 を 受 信 す る 第 １ 受
信 手 段 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ １ ７ を 駆 動 さ せ る 電 力 を 供 給 す る 第 １ 電 源 手 段 等 が 設 け ら れ
、 カ プ セ ル 本 体 部 ２ に は 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 駆 動 さ せ る 電 力 を 供 給 す る 第 ２ 電 源 手
段 や 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 か ら 発 信 さ れ る 指 示 信 号 等 を 受 信 す る 第 ２ 受 信 手 段 、 前 記 バ ル
ー ン ２ ３ の 膨 縮 を 制 御 す る バ ル ー ン 制 御 手 段 等 が 設 け ら れ て い る 。
ま た 、 前 記 回 転 カ プ セ ル 部 １ 又 は 前 記 カ プ セ ル 本 体 部 ２ の ど ち ら か 一 方 に は 超 音 波 診 断 用
カ プ セ ル ３ の 位 置 を 告 知 す る た め の 例 え ば カ プ セ ル 位 置 告 知 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 被 験 者 は 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ を 嚥 下 す る と と も に 、 超 音 波 伝 達 媒 体 で あ る 水
を 飲 む 。 す る と 、 こ の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ は 、 蠕 動 運 動 に よ っ て 食 道 、 胃 を 通 過 し て
い く 。 そ し て 、 目 的 観 察 部 位 近 傍 で あ る 例 え ば 小 腸 に 到 達 し た こ と を カ プ セ ル 位 置 告 知 手
段 を 介 し て 確 認 し た な ら 、 超 音 波 観 測 装 置 か ら 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ に 向 け て 指 示 信 号
を 出 力 し て 、 第 １ 駆 動 モ ー タ １ ７ 及 び 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 駆 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
す る と 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 体 腔 内 で 水 没 状 態 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ の 回 転 カ プ
セ ル 部 １ が 矢 印 ｂ に 示 す よ う に 回 転 す る と と も に 、 こ の 回 転 カ プ セ ル 部 １ 内 の 円 板 部 材 １
６ が 矢 印 ａ に 示 す よ う に 回 転 し て 、 超 音 波 振 動 子 １ ５ か ら ラ ジ ア ル 方 向 及 び セ ク タ 方 向 に
向 け て 超 音 波 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 超 音 波 振 動 子 １ ５ か ら 出 射 さ れ て 生 体 組 織 で 反 射 さ れ た エ コ ー 信 号 は 、 再 び こ の 超 音
波 振 動 子 １ ５ に よ っ て 受 波 さ れ 、 所 定 の 電 気 的 な 処 理 を 行 っ て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ た 後 、
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前 記 超 音 波 観 測 装 置 へ 送 信 さ れ る 。 こ の 超 音 波 観 測 装 置 で は 受 信 し た 電 気 信 号 を 画 像 処 理
し 、 表 示 装 置 の 画 面 上 に ３ 次 元 の 超 音 波 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 こ の ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 観 察 し て い た 術 者 が こ の 画 像 か ら 例 え ば 病 変 部 を 認 め た 場
合 に は 、 図 示 し な い 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て バ ル ー ン 膨 張 指 示 信 号 を 出 力 す る 。 す る と 、
前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ の カ プ セ ル 本 体 部 ２ に 設 け ら れ て い る バ ル ー ン ２ ３ が 図 ２ （
ｂ ） に 示 す よ う に 膨 張 し て 腸 壁 に 密 着 し た 状 態 に な る 。 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 診
断 用 カ プ セ ル ３ が 腸 壁 に 対 し て 保 持 さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 い で 、 こ の 保 持 状 態 で 、 表 示 装 置 を 観 察 し な が ら 病 変 部 の 位 置 を 確 認 す る 。 そ し て 、 前
記 超 音 波 観 察 装 置 か ら 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 停 止 さ せ る 停 止 指 示 信 号 を 出 力 す る 。 す る と
、 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ の 回 転 が 停 止 さ れ て 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 前 記 回 転 カ プ セ
ル 部 １ に 設 け ら れ て い る 回 転 部 １ ０ が 停 止 し て 表 示 装 置 に は セ ク タ 方 向 の 超 音 波 画 像 が 表
示 さ れ る 。 こ の と き 、 こ の 表 示 装 置 の 画 面 上 に 前 記 病 変 部 が 表 示 さ れ た 状 態 で あ れ ば 穿 刺
針 １ ２ が 病 変 部 に 対 峙 し た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 前 記 表 示 装 置 の 画 面 上 に 前 記 病 変 部 が 表 示 さ れ て い な い 状 態 の と き に は 、 穿 刺 針 １
２ が 病 変 部 に 対 峙 し て い な い 状 態 で あ る の で 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ ２ ２ を 再 び 回 転 さ せ て 回 転
カ プ セ ル 部 １ の 回 転 部 １ ０ の 位 置 調 整 を 行 う 。 こ の こ と に よ っ て 、 穿 刺 針 １ ２ が 病 変 部 に
対 峙 し た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 穿 刺 針 １ ２ が 病 変 部 に 対 し て 所 望 す る 対 峙 状 態 に な っ た な ら 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 か
ら 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ に 向 け て 指 示 信 号 を 出 力 す る 。 す る と 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う
に 前 記 穿 刺 針 １ ２ が 回 転 部 １ ０ か ら 突 出 し て 病 変 部 に 穿 刺 さ れ る 。 こ の 後 、 薬 液 の 注 入 、
或 い は 、 生 体 組 織 の 採 取 が 行 わ れ る 。 処 置 終 了 後 、 超 音 波 観 測 装 置 か ら 指 示 信 号 を 出 力 し
て 前 記 穿 刺 針 １ ２ を 回 転 部 １ ０ 内 に 収 容 す る と と も に 、 前 記 バ ル ー ン ２ ３ を 収 縮 さ せ る 。
こ の こ と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ３ が 再 び 、 移 動 を 開 始 し て 、 下 部 消 化 器 官
の 超 音 波 観 測 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 、 超 音 波 振 動 子 を 設 け た 円 板 部 材 及 び こ の 円 板 部 材
を 回 転 さ せ る 第 １ 駆 動 モ ー タ を 備 え た 回 転 カ プ セ ル 部 と 、 こ の 回 転 カ プ セ ル 部 を 回 転 さ せ
る 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 備 え た カ プ セ ル 本 体 部 と で 構 成 し た こ と に よ っ て 、 第 １ 駆 動 モ ー タ 及
び 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 適 宜 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 超 音 波 振 動 子 か ら セ ク タ 方 向 、 或 い は 、
ラ ジ ア ル 方 向 、 又 は セ ク タ 方 向 及 び ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 信 号 を 出 射 さ せ て セ ク タ 超 音 波
画 像 、 ラ ジ ア ル 超 音 波 画 像 、 ３ 次 元 超 音 波 画 像 を 得 て 、 様 々 な 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 回 転 カ プ セ ル 部 を 回 転 さ せ る 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 備 え た カ プ セ ル 本 体 部 に バ ル ー ン を
設 け 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 さ れ る 回 転 カ プ セ ル 部 を 構 成 す る 回 転 部 に 処 置 具 を 配
置 し た こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン 部 を 膨 張 状 態 に し て 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 体 腔 内 に 保 持
状 態 に し た と き 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ を 適 宜 操 作 し て 回 転 部 の 停 止 位 置 を 調 整 す る こ と に よ っ
て 、 こ の 回 転 部 に 配 置 さ れ て い る 処 置 具 を 所 定 位 置 に 停 止 さ せ て 処 置 等 を 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 方 向 へ の 走 査 が 可 能 で 、 か つ カ プ セ ル に 設 け
た 処 置 具 の 配 置 位 置 を 病 変 部 に 対 向 す る よ う に 調 整 し て 、 観 察 や 処 置 等 を 行 え る 超 音 波 診
断 用 カ プ セ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル の 作 用 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 回 転 カ プ セ ル 部
２ … カ プ セ ル 本 体 部
３ … 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル
１ ２ … 穿 刺 針
１ ４ … 超 音 波 ユ ニ ッ ト
１ ５ … 超 音 波 振 動 子
１ ７ … 第 １ 駆 動 モ ー タ
２ ２ … 第 ２ 駆 動 モ ー タ
２ ３ … バ ル ー ン

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2004-222998 A 2004.8.12



专利名称(译) 超声诊断胶囊

公开(公告)号 JP2004222998A 公开(公告)日 2004-08-12

申请号 JP2003015082 申请日 2003-01-23

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 宮本眞一

发明人 宮本 眞一

IPC分类号 A61B8/12

CPC分类号 A61M31/002

FI分类号 A61B8/12

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB14 4C601/BB15 4C601/EE11 4C601/EE30 4C601/FE00 4C601/FE01 4C601
/FE08 4C601/FF05 4C601/FF06 4C601/GA11 4C601/GA12 4C601/GA19 4C601/GC13

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声诊断胶囊，其能够在多个方向上进行扫描，
并且能够调节设置在胶囊上的治疗工具的布置位置以面对病变部位，并
且能够进行观察和治疗。 。 超声诊断胶囊3由胶囊主体2和相对于胶囊主
体2可旋转地布置的旋转胶囊部分1组成。 旋转胶囊单元1设置有用于使
超声换能器15旋转以使超声换能器15沿扇形方向发射超声信号的第一驱
动马达17以及用于治疗病变的穿刺针12。 是 胶囊主体2具有用于使旋转
胶囊1旋转以从超声波振动15向径向放射超声波信号的第二驱动马达22，
和用于将超声波诊断胶囊3保持在体腔壁上的气囊。 提供了23个。 [选型
图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/fdc49823-c568-431b-92a2-1d448bba6977
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032902934/publication/JP2004222998A?q=JP2004222998A

